2012年7月12日
平成２４年度　第３回　兵庫県ユース委員会　議事録
～ユース委員会名言録「目に見えない強制力があるんだぜ～」～
作成者：田井　勇輝（県ユース副委員長、尼崎第３団ＲＳ隊）
１）日時　　　平成２４年７月８日（日）　１３：００～１６：３０
２）場所　　　神戸市立青少年会館６Ｆ　会議室
３）参加者　　県ユース委員８名

　　　　　　　田井勇輝（尼崎：副委員長）、北村宗豊(阪神さくら)、伊澤悠平(神戸)、長谷川大起(神戸：副委員長)、安達充洋(神戸垂水)、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、入江精(姫路)、小國健太郎(西播)
４）費用　　　9,150円（交通費・コピー代）
５）報告事項
前回のユース委員会の報告
県ユース委員会初参加者もいるので、前回の会議の簡単な報告と自己紹介を行った。
理事会の報告
承認事項―田井勇輝ＲＳ（尼崎第３団）の県副ユース委員長就任が承認される。大古和子氏（県連盟
副コミッショナー）ほか８４名の各種コミッショナー就任が承認される。
協議事項―各委員会の会議議題の予定について：各常設委員会委員長（財務を除く）に年間の委員会
での議題を提示することについて提案。難しい場合は、委員会終了時に次回委員会の議題
を提示するということで、認められる。
報告事項―ユース委員会からの報告…全国ローバースカウト会議（ＲＣＪ）の設立総会の参加報告を
行った。直近の委員会については、ＨＰのＦａｃｅｂｏｏｋ化・ユースキャンプの内容に
ついて報告を行った。
各委員会の報告
　国際委員会―10月20～21日のJOTIおよび外国語会話バッジについて(後述)。CJKプロジェクトと韓

国ジャンボリーに１名ずつ参加。16NJ・23WSJのホームステイについて。
　野営・行事委員会―船坂の整備について。ユースキャンプ実施にあたり協力の必要性あり。
　組織拡充委員会―ＩＴに強い人材が欲しい(ユースから？)。ユースでＣＳフェスティバル案の企画・

中途退団者対策案について話し合ってほしい。いずれも後述。

　県下各種コミ研究集会―各地区にユース委員長選出と、地区ユース委員会活性化を依頼。

各地区の活動報告　（報告があれば書面にて詳細を報告）
尼崎地区―１０月０７日に行われる「尼崎市民祭り」のユース担当ゲームorブースコーナの内容を検
討。また、これまで話し合ってきた、スカウト加盟数増加に向けたプログラムも引き続き
検討。地区ユース委員の常設の設置を検討中。地区ユース年代懇親目的の「地区ユースの
集い」を８月１８日に実施予定。
阪神さくら地区―地区の２つの事業への参画要請
【①兵キャン実行委員会（主に装備品運搬に関すること）、②地区振興大会】　

その他…①西宮市からの委託事業“みやっこワイルド塾（年３、４回”のユース委
員会担当事業化　（地区の意向では、ユース年代が担当するのが望ましく、３年後
の完全移行目指し進行中。②ユース委員会の新事業として、出張体験入隊会の実施
提案　（１０月に一度目を実施予定）
神戸地区―実施したプログラム：有馬温泉ハイキング（雨が降り参加者の急なキャンセルが相次いだ
が、スタッフのみで実施した。）
実施予定プログラム：地区ＶＳフォーラム奉仕（ファシリテーターや司会進行などの役務につく予定）
その他：最近はメンバー意識も高まり、自主的な活動提案などの動きもみられ、現体制の発展的な解消を目指す。
神戸垂水地区―６月１０日　ベンチャーフォーラム　（県ベンチャーフォーラムの参加者等決定）
７月２１日、２２日　ピザ釜製作キャンプー内容：土台作り
ＶＬＡＣの関連報告
６月２３日～２４日に、ＶＬＡＣ交流キャンプを福泊キャンプ場(姫路市)で実施。目的は、楽しそうなキャンプを計画することで、自ら楽しみ、その様子を県ＶＳフォーラムで報告して、次期ＶＬＡＣへの参加を促したり、ＶＬＡＣの存在を理解してもらうこと。
県合同野営大会①・ＨＨＡＣ２０１２関連の報告②
①…開営式・大営火・閉営式の司会等を県ユース委員会が担当。この目的は、県キャンに参加するＢＳ、ＶＳスカウトにユース委員会のアピールの場となり、ローバーまで活動を続けてもらおうということである。
②…引き続き運営スタッフを募集中！スカウト参加者は現時点で９名。

６）協議事項
ＲＣＪ（全国ローバースカウト会議）の対応について
ひとまずはＲＣＪに対して静観するが、決して放っておくわけではなく、付かず離れずの関係でいることにする。そのため、ＲＣＪに積極的に関わりたいスカウトなどの積極的な意欲があるスカウトにはチャンスを与えるということで全会一致となった。
ＪＯＴＩの対応について

県ユース委員会のメンバー自身で、ＪＯＴＩの公式サイトをしっかり確認して、理解すること。
またできる限り、過去のＪＯＴＩについて参加した団体の参加事例を次回（８月１９日）までに調査してくる。
県ベンチャーフォーラムについて
白川委員長より計画案を配布。ファシリテーターは４名以上欲しく、白川委員長がリストアップした候補者（かつて県フォーラム出席経験があり、ＶＬＡＣメンバーであったスカウト）に委員長自ら交渉予定。生活面の協力として、本部運営要員に女性リーダー等を入れたい。
今後、コミッショナークルーやスカウト委員会と要打ち合わせしていく。
ひょうごユースキャンプ

白川委員長より企画書を配布。野営・行事委員会と協力してプロジェクトを進めていく。
実際船坂キャンプ場を目にしてみないことには、何を開拓すればよいかわからない。そのため、７月中に野営・行事委員会のスタッフと一緒に現地に下見に行くことが望ましい。
（→８月２５日に船坂に下見。次回の会議８月１９日に、下見の目的を明確化させる。）
要項を白川委員長が早めに作成する。
意見等…駐車場を優先して作るべきではないか。など
常設委員会の出席者の分担について
７月２９日（日）スカウト委員会…白川
８月２６日（日）県下地区コミッショナー会議…白川
９月０１日（土）国際委員会…小國
９月０２日（日）指導者委員会…北村
９月３０日（日）組織拡充委員会…次回８月１８日の会議で決定予定。
その他協議すべき事項
外国語会話バッジ　―国際委員会
県ユース委員会として、クマスカウト以上を対象にバッジを取得させてはどうかという議題について。低年齢では責任が持てない事もあり、クマスカウト以上で妥当だという意見が多かった。
県ユース委員会でＣＳフェスティバルのようなものを企画してほしい　―組織拡充委員会
県ユース委員会で積極的に企画するというわけではなく、地区単位で企画し、組拡と話し合って進めていくことでどうかという意見に集約した。
中途退団者対策案を考案する　―組織拡充委員会
いきなり対策を考えるのも難しいので、まずは会議に参加したユース委員で、なぜこれまで（ローバー）まで活動を続けてきたのかの意見を述べた。
ＩＴ関連のサポートが欲しい　－組織拡充委員会

県ユース委員会としては、サポートを買って出るのは厳しい。（若いからと言ってＩＴに専門性を持つユース委員がいるとは限らない。）組織拡充委員会の中で、人員を確保できるように努力してほしい。
８）次回県ユース委員会
平成２４年８月１９日（日）１３：００～　＠神戸市立青少年会館
